
 

    徳島市農業委員会総会 議事録 

１ と き 
令和６年５月２８日（火）    開会 午後 ２時 

閉会 午後 ３時４０分 

２ ところ     徳島市役所 １３階 大会議室 

３ 議 長 会長職務代理者 金澤 敬治 

４ 出席者 

 

 

 
 

＜農業委員＞ 

  ２番委員   瀬畑 俊夫   ３番委員   佐野 泰弘   ４番委員  野口 俊廣 

  ５番委員   大貝 美治   ６番委員   金澤 敬治   ７番委員  宮崎  学 

 ８番委員   久米 裕純   ９番委員  川人 泰博 10番委員  佐々木永薫 

 11番委員  板東美佐緒  12番委員   坂東 賢二  13番委員  石田 幸夫 

 14番委員  植田美惠子  15番委員  廣瀬 長市  16番委員  谷川 興一 

 17番委員  鎌田 良仁  18番委員  政岡   茂  19番委員   市岡 沙織 

＜農地利用最適化推進委員＞ 

１番委員   武市 直樹  ２番委員  安廣 貴明   ３番委員   宮本 忠佳 

５番委員  長谷川豊司   ６番委員   桑野 欣伸   ７番委員  宮﨑 秀喜 

８番委員  原田 和彦  ９番委員  井原 一成  10番委員  奥田 雅之 

11番委員  松浦 義幸  13番委員   岡田 敏明  14番委員   鈴木 隆大 

16番委員   美間  亮  17番委員  近藤 和隆  

５ 欠席者 ＜農業委員＞ 

１番委員  岸本  昇 

＜農地利用最適化推進委員＞   

４番委員  山本 美香 12番委員   森  政雄 15番委員  廣瀬 佳輝 

18番委員  赤川  勉 

６ 欠 員 なし 

７ 傍聴者 １名 

８ 議 事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付議案件 

（全体議案） 

第１号議案 令和５年度の農地利用の最適化活動の点検・評価について 

 

（農地関係議案） 

   第２号議案   農地法第３条の規定による許可申請の審議について 

第３号議案  農地法第５条の規定による許可申請の審議について 

 第４号議案  相続税の納税猶予に関する適格者証明願の審議について 

 第５号議案  相続税の免除予定事案に係る特例農地利用状況の確認について 

 第６号議案  農用地利用集積計画の承認について 

 

報告事項 

（農地関係） 

  １．農地法第３条の３第１項の規定に基づく権利取得の届出について 

  ２．農地法第５条第１項の規定に基づく許可の決定及び指令書の交付について 

  ３．農地法第４条第１項第7号の規定による農地転用の届出について 

４．農地法第５条第１項第６号の規定による農地転用の届出について 

５．農地法第１８条第６項の処理について 



 

 

 

 

６．農地であることの証明について 

７．地目変更登記に係る照会に対する回答について  

８．転用届出の取消について（４条届出） 
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（開会 午後２時） 

事務局 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農林水産

課 

 

議長 

 

耕地課 

 

議長 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

それでは、定例総会を始めますが、先月に引き続き、本日傍聴席を設けております

ので御報告いたしますとともに、傍聴の方につきましては、お渡しした注意事項を遵

守しての傍聴に御協力お願いします。 

本日の議長は会長職務代理者の金澤委員が務めることとなっております。進行をよ

ろしくお願いします。 

 

ただ今から、令和６年５月徳島市農業委員会総会を開会いたします。 

本日の総会は、農業委員１９名のうち半数を超える１８名が出席しており、会議が

成立しております。欠席の届出がありました委員は、議席番号１番岸本昇委員です。 

はじめに、議事録署名者の選任についてですが、総会議事規則第１０条の規定によ

り、議長が指名します。 

 議席番号１４番植田美惠子委員と、議席番号３番佐野泰弘委員の両名を指名しま

す。よろしくお願いします。 

 本日は議案審議の前に、「令和６年度徳島市農林水産業主要施策及び事業方針」に

ついて、徳島市農林水産課と耕地課の職員の方に、御説明をお願いしたいと思います。

質疑応答につきましては、両課の説明が終わった後で、まとめてお受けいたします。 

まず、農林水産課の方から、よろしくお願いいたします。 

 

【資料に沿って説明】 

 

 

ありがとうございました。続きまして、耕地課の方、よろしくお願いいたします。 

 

【資料に沿って説明】 

 

ありがとうございました。それでは、ただ今の両課からの説明につきまして、御質

問等がございましたら御発言を願います。 

 

【質疑・応答】 

 

本日は、農林水産課及び耕地課の方々から、丁寧な御説明をいただきまして、大変

勉強になりました。これからの委員活動に役立てまして、更なる農業の発展に力を入

れて参りたいと思っております。どうか今後とも、よろしく御支援のほどを、お願い

申し上げます。本日は、大変お忙しい中、ありがとうございました。 

それでは、続いて議事に移ります。第１号議案、令和５年度の農地利用の最適化活

動の点検・評価について、審議を開始します。それでは、事務局より、議案の説明を

お願いします。 

 

議案第１号について御説明します。こちらは、国からの通知に基づいて、皆さんに

先月総会でも自己評価を提出いただきましたが、最適化活動について点検・評価し、

６月末までにホームページ等での公表や県・国への報告が義務付けられたものであ

り、点検・評価に総会の議決が必要になりますのでこの場で説明させていただきます。 

最初に、皆様に本日お配りした大きな１枚もののＡ３横の資料で、右上に「別紙様

式３」と四角く囲ってある資料を御覧ください。御自分の名前も書いてあると思いま

すが、委員さんそれぞれの点検評価表になります。「令和５年度推進委員等の最適化
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活動の点検・評価」ということで、右下の②、「自己の点検・評価」の表については、

先月提出いただきましたものを活字にしております。そして今回、一番下の表「２農

業委員会による点検・評価」の「全体としての評語」の欄に国の通知に基づいて評語

を記入させてもらってます。 

この評語についてですが、別の、束にして配布した「第１号議案」と書いてある資

料の３ページ、同じ様式ですが「説明用参考資料」と書いてある資料で説明します。

こちらを御覧ください。 

参考資料としての例示となりますが、真ん中から下のほうに、太く四角く囲った４

カ所の数値があると思います。活動日数や農地の集積、遊休農地の解消、新規参入の

促進など、それぞれの項目の実績を表していますが、これをこの資料の２ページの、

【表２】の左側の「目標項目」の欄に対する右側の「達成状況」の欄にそれぞれ当て

はめて点数を算出しております。各数値が表のどこに該当するかは、例えば表２の⑴

の「成果目標」の①「農地の集積」であれば、３ページの「⑴－①」というふうに太

枠で四角く囲った部分のすぐ隣や下に書いてあります。この３ページの参考資料の例

ですと「月当たり日数」が６.７５日なので、表２の⑵‐①によると目標の「７日」に

は届いていないので２点、⑵‐②の項目で見れば、活動を月当たり６日以上しており

ますので、４点が加点されることとなります。同じように農地集積などの成果目標の

達成状況についても、表２の⑴に基づいて、それぞれ１点、４点、１点となり、これ

ら５つの合計点が１２点となります。これを２ページの、今度は【表１】に基づいて

評語を記入することとなるので、「15点未満」ということで、「目標をやや下回る

結果となった」という評語になります。 

これについては、もともと国が定めた設定方法によるため高い目標となっているこ

ともありますし、それぞれ地域事情もあります。また、農業委員会の活動ではあって

も、この「最適化」の活動としてはカウントできなかったり、活動しても記帳忘れが

あったりと色々お忙しい中で、御事情もある中で、こうして一括りにして点検・評価

まで行うのは、本当にどうなのかという御意見もあろうとは思いますが、国のほうで

決められたルールでありますので、こちらに沿って点数を出しております。 

続きまして「農業委員会全体の最適化活動の点検・評価」と「農業委員会における

事務の実施状況等」について説明します。この資料の４ページを御覧ください。これ

も大きなサイズの資料になっております。この表は委員会全体の目標と、それに対す

る実績を一覧表にしたものです。 

委員会全体の点検・評価については、今度はこの資料の「１ページ」のほうの【表

２】を先程と同じようにそれぞれの項目で当てはめて点数化したもので、全ての項目

で１点となるのですが、合計５点となり、１ページの【表１】に当てはめると、「目

標に対して期待どおりの結果が得られた」となります。４ページの表の左下に評語を

記載しております。ちなみにこの表の中段の表の右のほう、⑵の活動強化月間の「４

回」という実績、また⑶の新規参入相談会への参加の内容については、５ページから

の「別紙様式５」という分の８ページから記載があります。８ページを御覧ください。

下半分の⑵が活動強化月間の部分ですが、①が目標で、②が実績です。目標では10

月の農地利用意向調査の未回答者への意向聞き取りを入れておりましたが、こちらは

実施しませんでした。その代わり、１月には人・農地プランと地域計画等の座談会参

加や、３月には皆様に担い手への農地のあっせんをお願いし、取り組みましたことか

らこれらを実績として計上しております。９ページに移りまして、⑶、新規参入相談

会への参加については、改選前の委員さんの活動にはなりますが、６月の地区相談会

を位置付けております。 

最後に、10ページ、こちらについては様式に基づいて、３条許可の件数や転用に
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議長 

 

 

 

全委員 

 

議長 

 

 

関する事務の状況をまとめてます。また、この資料の５ページから９ページについて

は委員会全体の最適化活動の目標と実績をまとめた資料ですので、また参考にしてく

ださい。この部分を公表することとなります。 

説明は以上ですが、何か御質問等ございましたら、お願いします。 

 

ただ今の説明につきまして、御意見・御質問等はございませんか。 

それでは、御発言が無いようですので、採決いたします。本案件につきまして、事

務局案を令和５年度の評価とし、公表することで、よろしいでしょうか。 

 

異議なし 

 

それでは、本案件につきましては原案のとおり決定いたします。引き続き、農地関

係議案に移りますが、１０分程度休憩とさせていただきます。３時に再開します。 

 

（再開 午後３時） 

議長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、総会を再開します。これより各議案の審議に入りますが、議案各号ごと

に採決しますので、よろしくお願いいたします。では、第２号議案、農地法第３条の

規定による許可申請の審議を開始します。それでは、事務局より、議案の説明をお願

いします。 

 

それでは第２号議案、農地法第３条第１項の規定による許可申請についてご説明し

ます。議案書１ページを御覧ください。全ての申請について法定の添付書類は整って

おります。農地法第３条第２項各号の不許可要件に該当しているものは見受けられな

いと思われます。耕作労力・農機具の保有状況等の問題は見受けられず、周辺への支

障・影響を生ずる要因は特に見受けられません。なお、許可の適否にあたり、不許可

の例外規定に該当するものや、特に注意すべき事項のある案件については、個別に説

明をさせていただきます。 

１番は、譲渡人から譲受人へ、別世帯の後継者への部分贈与で、農地２筆の所有権

を移転するものです。譲受人の耕作面積は許可後９ａに至り、譲受人は対象地におい

て、ダイコンやニンジンなどの野菜の栽培を行うとのことです。 

２番は、譲渡人から譲受人へ、労力不足による経営縮小よる売買で、農地１筆の所

有権を移転するものです。譲受人の耕作面積は、許可後１８ａに至り、譲受人は対象

地において苗木や果樹の栽培を行うとのことです。なお、譲受人は新規就農者である

ため、川内地区で新規就農面談を行いました。 

３番は、譲渡人から譲受人へ、相手方の要望による売買で、農地１筆の所有権を移

転するものです。譲受人の耕作面積は、許可後１０ａに至り、譲受人は対象地におい

て野菜の栽培を行うとのことです。 

４番は、貸人から借人へ、同一世帯での使用貸借で、農地２筆に使用貸借権の設定

をするものです。対象地は市街化調整区域で、期間は許可日から１０年間です。借人

の耕作面積は、許可後８２ａに至り、借人は対象地において、水稲の栽培を行うとの

ことです。 

５番は、譲渡人から譲受人へ、相手方の要望による売買で、農地１筆の所有権を移

転するものです。譲受人の耕作面積は、許可後１１６ａに至り、譲受人は対象地にお

いて、水稲の栽培を行うとのことです。 

第２号議案は以上５件で、対象地は、田２,８５２㎡、畑２,５０６㎡、合計 

５,３５８㎡です。御審議をよろしくお願いします。 



4 

 

 

議長 

 

 

 

 

石田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

全委員 

 

議長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局の説明は以上ですが、新規就農面談を行ったということですので、まず、実

際に審査にあたった委員さんより、御意見をいただきたいと思います。それでは、２

番の新規就農面談に参加していただいた、川内地区の石田委員さん、新規就農計画の

内容等について、御心証などはいかがでしたでしょうか。 

 

今月１７日の午後２時より、２番案件で新規就農面談を実施いたしましたので報告

します。参加者は、私と植田委員、廣瀬委員、鈴木推進委員、廣瀬推進委員、譲受人

側３名、事務局２名の１０名です。 

譲受人は、園芸関係の会社の経営をしており、対象地において、苗木の育成や果樹

の栽培をしたいと考えて、申請に至ったとのことです。譲受人は、園芸関係の業務を

していたこともあり、樹木の育成方法等の知識や農機具の保有状況に問題はなく、営

農に問題はないと思われます。今回の申請が許可されれば、苗木や果樹の栽培を行い、

販売を行う計画とのことです。 

結論として、今回の３条許可については、川内地区の委員は一致して、問題ないの

ではないかとの心証を持ちました。報告は以上です。よろしくお願いします。 

 

ありがとうございました。新規就農面談に参加されました委員からの意見は以上で

すが、その他、全案件につきまして、申請地区の委員さん、他の委員の皆様、御意見、

御質問はありませんか。 

それでは、御意見が無いようですので採決いたします。第２号議案の農地法第３条

の規定による許可申請は、全案件を許可することに異議はございませんか。 

 

異議なし 

 

異議がないということですので、第２号議案については全案件を許可することに決

定いたしました。続きまして、第３号議案、農地法第５条の規定による許可申請の審

議を開始します。それでは事務局より、議案の説明をお願いします。 

 

それでは第３号議案、農地法第５条の規定による許可申請について、御説明します。 

議案書２ページを御覧ください。 

１番の申請地は、公共投資の対象となっていない第２種農地に該当します。所有権

を移転し、譲受人が美容室の店舗併用住宅に転用するものです。 

２番の申請地は、公共投資の対象となっていない第２種農地に該当します。使用貸

借権を設定し、農産物の生産・加工・販売業を営んでいる借人が露天農業用駐車場及

び荷役作業場に転用するものです。 

３番の申請地は、公共投資の対象となっていない第２種農地に該当します。所有権

を移転し、鉄工業を営んでいる譲受人が露天資材置場及び駐車場に転用するもので

す。 

４番の申請地は、公共投資の対象となっていない第２種農地に該当します。使用貸

借権を設定し、借人が非農家の世帯分離住宅に転用するものです。 

以上、全案件につきましては、農地法に規定されている立地基準及び一般基準にお

いて、許可要件を満たしているものと思われます。また、転用目的が、駐車場・資材

置場となっている案件については、太陽光設備認定をとっていないことを確認済であ

り、転用規模が大規模である３番案件については地区審査を実施しました。 

第３号議案は全４件で、地目は、田が１,３４１㎡、畑が１,０６０㎡で合計が 
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２,４０１㎡です。 

転用目的の内訳は、住宅用地６２５㎡、駐車場・資材置場が１,７７６㎡となります。 

以上で説明を終わります。御審議をよろしくお願いします。 

 

事務局からの説明は以上ですが、地区審査を行ったということですので、まず、実

際に審査にあたった委員さんより、御意見をいただきたいと思います。それでは、３

番案件の地区審査に参加していただいた、不動地区の久米委員さん、転用計画の内容

等について、御心証などはいかがでしたでしょうか。 

 

今月１４日の午前１０時半より、３番案件の地区審査を実施しましたので、報告し

ます。参加者は、井原推進委員と私の委員２名、転用者側１名、事務局２名の５名で

す。申請対象の農地は、不動本町１丁目にあり、第２種農地に区分されるとのことで

す。 

今回の申請は、鉄工業を営む転用者が、露天資材置場及び駐車場に転用するものです。

造成については、北側の市道と同じ高さまで約３０ｃｍ盛土するとのことです。排水

については、雨水のみで、地下浸透する計画であり、地元土地改良区からの意見書及

び排水同意書が提出されています。結論として、今回の転用許可申請について、農地

法上で許可となる条件を満たしており、周辺農地に対する被害防除措置についても問

題なく、不動地区の委員は一致して、許可はやむを得ないと判断しました。報告は以

上です。よろしくお願いします。 

 

ありがとうございました。地区審査に参加された委員からの意見は以上ですが、そ

の他、全案件について申請地区の委員さん、他の委員の皆様、御意見・御質問はあり

ませんか。 

それでは、御意見が無いようですので採決いたします。第３号議案の農地法第５条

の規定による許可申請については、全案件を許可することに異議はございませんか。 

 

異議なし 

 

異議がないということですので、第３号議案は、全案件を許可することに決定いた

しました。続きまして、第４号議案、相続税の納税猶予に関する適格者証明願の審議

を開始します。それでは事務局より議案の説明をお願いします。 

 

それでは第４号議案、相続税の納税猶予に関する適格者証明願について、御説明さ

せていただきます。議案書３ページを御覧ください。今月の申請は１件です。対象地

及び相続関係を示す資料等の添付書類は整っています。 

１番の対象地は１１筆、１５,２９０.３７㎡で、全ての農地で、継続して耕作状態

にあります。 

第４号議案は以上１件で、対象地は畑１５,２９０.３７㎡となっています。御審議

をよろしくお願いします。 

 

事務局の説明は以上ですが、全案件につきまして、申請地区の委員さん、他の委員

の皆様、御意見、御質問はありませんか。 

それでは、御発言が無いようですので採決いたします。第４号議案の相続税の納税

猶予に関する適格者証明願については、本案件を承認することに異議はございません

か。 
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異議なし 

 

異議がないということですので、第４号議案については本案件を承認することに決

定いたしました。 

続きまして、第５号議案、相続税の免除予定事案に係る特例農地利用状況の確認に

ついてを開始します。それでは事務局より、議案の説明をお願いします。 

 

それでは第５号議案、相続税の免除予定事案に係る特例農地利用状況について御説

明いたします。議案書４ページと５ページを御覧ください。 

１番は、全ての農地で耕作を継続しております。２番は、一部宅地が含まれている

農地がありますが、当初より除外されています。また、その他の農地は問題なく耕作

を継続しております。３番は、全ての農地で耕作を継続しております。４番は、全て

の農地で耕作を継続しております。５番は、一部宅地が含まれている農地があります

が、当初より除外されています。また、その他の農地は問題なく耕作を継続しており

ます。６番は、全ての農地で耕作を継続しております。 

第５号議案は以上６件で、税務署あてに報告しようとするものです。対象地の面積

は、田１４,６９９．６６㎡、畑４,２２９㎡、計１８,９２８.６６㎡です。 

御審議をよろしくお願いします。 

 

事務局の説明は以上ですが、全案件につきまして、申請地区の委員さん、他の委員

の皆様、御意見、御質問はありませんか。 

それでは、御発言が無いようですので採決いたします。第５号議案の相続税の免除

予定事案に係る特例農地利用状況の確認については、全案件を承認することに異議は

ございませんか。 

 

意義なし 

 

異議がないということですので、第５号議案については全案件を承認することに決

定いたしました。 

続きまして、第６号議案、農用地利用集積計画の承認についての審議を開始します。

なお、本号の審議に先立ち、委員が関係者となる案件が含まれております。農業委員

会法第３１条に定める、議事参与の制限の規定に基づき、板東美佐緒委員に御退席を

お願いいたします。なお、審議終了後に、入室・着席をしていただきます。 

それでは事務局より、議案の説明をお願いします。 

 

それでは、議案書６ページをご覧ください。全ての申請について、農業経営基盤強

化促進法等の一部を改正する法律附則第５条第1項により従前の例によるとされた、

改正前の農業経営基盤強化促進法第１８条第３項に定める、利用権設定に関する要件

はすべて満たしていると思われます。 

今月は新規設定が１６件、再設定が１３件で合計２９件となっており、そのうち、

賃貸借権が２１件、使用貸借権が８件となっております。なお、１番について、新規

就農面談を行いました。 

設定しようとする土地での地区別の内訳は、１番から３番が、多家良地区１０筆・

３件、４番から７番が、勝占地区９筆・４件、８番が、上八万地区３筆・１件、９番

から１９番が、入田地区２５筆・１１件、２０番が、不動地区３筆・１件、２１番と
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２２番が、応神地区５筆・２件、２３番から２６番が、川内地区１１筆・４件、２７

番と２８番が、国府地区２筆・２件、２９番が、北井上地区１筆・１件となっており

ます。 

利用権設定については以上で、田４３筆４０，６１５．５０㎡、畑２６筆 

２８，３６７㎡の合計６９筆６８，９８２．５０㎡となります。 

第６号議案の農用地利用集積計画についての説明は以上です。ご審議をよろしくお

願いします。 

 

事務局の説明は以上ですが、新規就農面談を行ったということですので、まず、実

際に審査にあたった委員さんより、御意見をいただきたいと思います。それでは、１

番案件の新規就農面談に参加していただいた、多家良地区の武市推進委員さん、新規

就画の内容等について、ご心証などはいかがでしたでしょうか。 

 

今月１４日の午後２時から1番案件で新規就農面談を実施いたしましたので報告

します。 

参加者は岸本委員、瀬畑委員、安廣推進委員と私の委員４名、借受人１名、事務局

３名の８名です。 

借受人は、所有者の孫にあたり、６年前から祖母の農地で果樹の栽培をしています

が、今回、利用権を設定し、本格的に就農をするものであります。申請地は、既に植

えている、ハウスの青柚子が収穫時期であり、出荷しているとのことです。また、今

後は、蜜柑・金柑なども収穫できる状態です。当面は経営の安定化を図っていき、味

で勝負したいとのことです。 

結論として、今回の新規就農計画等に問題はなく、多家良地区の委員は一致して、

問題ないのではないかとの心証を持ちました。報告は以上です。よろしくお願いしま

す。 

 

ありがとうございました。地区就農面談に参加されました委員からの意見は以上で

すが、その他、全案件につきまして、申請地区の委員さん、他の委員の皆様、御意見、

御質問はありませんか。 

それでは、御発言が無いようですので採決いたします。第６号議案の農用地利用集

積計画については、全案件を承認することに異議はございませんか。 

 

異議なし 

 

異議がないということですので、第６号議案については全案件を承認することに決

定いたしました。参与制限により退席しています委員が、着席するまでお待ちくださ

い。 

引き続き、農地関係の報告事項に移ります。事務局の説明をお願いします。 

 

それでは報告事項について説明します。 

それでは、議案書１１ページから１５ページを御覧ください。１番は、農地法第３

条の３の規定に基づく権利取得の届出についてです。相続による権利取得１５件受理

しました。 

議案書１６ページを御覧ください。２番は、農地法第５条第１項の規定に基づく許

可の決定及び指令書の交付についてです。７件交付しました。 

議案書１７ページを御覧ください。3番は、農地法第４条第１項第７号の規定によ
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る市街化区域内の農地転用の届出についてです。１件受理しました。 

議案書１８ページを御覧ください。４番は、農地法第５条第１項第６号の規定によ

る市街化区域内の農地転用の届出についてです。５件受理しました。 

議案書１９ページを御覧ください。５番は、農地法第１８条第６項（合意解約）の

処理についてです。４件受理しました。 

議案書２０ページを御覧ください。６番は、農地であることの証明についてです。

１件証明しました。 

議案書２１ページを御覧ください。７番は、地目変更登記に係る照会に対する回答

についてです。４件回答しました。なお、２番につきましては、申請人に対し、転用

ができない土地であるので農地として利用するようにとの旨を説明した結果、第２号

議案２番のとおり、適正に農地法第３条の規定による許可申請が行われました。 

議案書２２ページを御覧ください。８番は、転用届出の取り消し、４条についてで

す。１件取り消ししました。報告事項の説明については以上です。    

 

報告は以上ですが、何か御意見等はございませんか。 

それでは、以上をもちまして、令和６年５月徳島市農業委員会総会を閉会いたしま

す。次回は６月２５日、火曜日の開催予定となっておりますのでよろしくお願いしま

す。ありがとうございました。 

 

 

 


